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たけのこは、竹
たけ

の芽
め

の部分
ぶぶん

です。 

竹は、春、 暖
あたた

かくなってくると、芽を出
だ

します。ですから、わたしたちの地域
ち い き

では、４

月
がつ

～５月初
はじ

めが、たくさんとれる時期
じ き

です。 

たけのこは成長
せいちょう

が早
はや

く、土
つち

の上
うえ

に芽が出
で

てから10日
と お か

ほどで「たけ」になり、大
おお

きく

なるに従
したが

ってかたくなります。芽の出始
はじ

めがやわらかくおいしいため、土から芽が出

るか出ないかのうちに掘
ほ

るそうです。 

缶
かん

詰
づ

めや水
みず

煮
に

のたけのこは、1年中
ねんじゅう

食
た

べられますが、とりたてのおいしいたけのこ

は、今
いま

しか食べることができません。 

今日
き ょ う

は、たけのこと同
おな

じく、今が旬
しゅん

のわかめと一緒
いっしょ

に、若竹
わかたけ

汁
じる

にしました。春の味

覚として、味
あじ

や香
かお

りを感
かん

じて下
くだ

さい。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月  日（  ） 春
はる

の味覚
み か く

「たけのこ」 

若竹汁 


